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擦応力 (Friction stress) 的の上昇によって降伏点が上昇していることを明らかにし，また脆化域の
σi(O) の値と，溶接に際しての低温での冷却速度との聞に良好な相関性が存在することを見出し， さ
らに， (] i(O) と結晶粒径 d と遷移温度 Tc との聞に










る。そしてまた，鋳鋼試験材を常温ならびに 250-3000 C で塑性変形させた場合について脆化の度合
と電子顕微鏡レプリカ観察との比較検討を行なうことによって，常温加工の場合には引張歪が約10%
以上にならなければ円丘状凹凸はほとんど観察されないが， 250-3000 C での加工の場合には引張歪
3%によっても，多量の円丘状凹凸が見られることを明らかにし，それに対応して高温加工の場合の




第 8 章においては， Cottrell の与えた延性←→脆性遷移条件式を発展せしめて，シャノレピー衝撃試
験における遷移温度 Tc(c) と常温の引張試験における σi(のならびに結晶粒径 d との聞に
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論文 の 審査結果 の 要旨
本論文は大形鋳鋼の溶接に際して発生するいちじるしい脆化域に関する研究と， その防止対策につ
いて説明しているものであって; 10章より成っていβ 。




















との聞に良好な相関性が成立することを見出し，さらに σi と結晶粒径 (d) および遷移温度 Tc と
の聞に比較的良好な関数関係が成立することを実験的に明らかにした。




・構造に対応して出現するものであると考察している口また一方鋳鋼試験材を常温および約 3000 C 
で塑性変形せしめて検討を加え，常温加工の場合よりも高温加工の場合の方が同一歪量に対応する脆
化の度合が大であり，かっ，円状凹凸の構成が容易に起こる乙とから，セノレ構造が構成され易いと推
測し，このような理由によって，溶接脆化域では 3000 C 付近の比較的低温での塑性変形によって転
位相互の干渉による σi の増大が生ずるのであると推論している。





第 9 章は脆化域の防止対策に関する提案であって，第 1 Iと粗大粒の大形鋳鋼の溶接に際しては，例
えばテノレミット溶接法などのごとく単位時間当りの溶接熱量の大きい溶接法を利用して冷却速度を遅
くすべきであり，第 2 には充分な温度にまで予熱することによって冷却速度を遅くすべきである乙と
を実証を挙げて提唱している。
第10章は結論であって以上の研究成果を総括している。
鋳鋼が溶接構造物の部材として使用される傾向が漸増しつつある現在，本論文は鋳鋼溶接施工上の
最も重要な問題の一つは脆化域の生成であることを適確に指摘し，かっ脆化域の防止対策を確立し，
もって今後の鋳鋼溶接工事に対する基本的な指針を与えており，溶接技術発展のための大きな功績で
ある口なお本論文に述べられている研究成果は要約して次のごとくである
1 )大形鋳鋼の溶接部にはいちじるしい脆化域が出現し，そのために脆化域において溶接割れが発
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生することを明らかにするとともに，溶接割れの分類の中に脆化域割れを加えるべきである乙とを提
唱していた。
2) フエライト結晶粒径の微細なものほど脆化域は出現し難い乙とを明らかにし，脆化域の脆化傾
向と結晶粒径との関係の明快な相関性を見出した。
3) 脆化域における降伏点の上昇傾向について新らしい実験事実を見出し，その傾向と脆化域の脆
化傾向の結晶粒径依存性とから脆化域の脆化機構について新らしい解釈を試みた。
4) 電子顕微鏡レプリカ観察にもとづきフエライト粒内にあらわれる円状凹凸はフエライト粒内に
構成されたセ jレ・構造に対応するものであると提唱した。
以上のごとく本論文では大形鋳鋼の溶接施工における脆化域の重要性を明らかにするとともに脆化
域の生成機構について詳細な検討を加え新らしい解釈を試みるとともにその防止対策を確立提唱し溶
接工学上に大きな貢献をしている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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